
注
釈
書
「
難
題
百
首
口
伝
書」
に
は、

も・ず
数
ま
ず

学
研
究
室
所
蔵
に
な
る、
藤
原
定
家
の
「
藤
川
百
首」
に
関
す
る

「
空
蝉J
巻
の
「
伊
予
の
湯
桁」
の
注
解
と
し
て
見
え
て
い
る
し`

り
と
い
へ
り。
」

中
世
和
歌
文
学
の
中
で
私
撲
集
の
研
究
は、
近
時
着
々
と
進
展

情」
に
は、

最
近、
井
上
宗
雄
•
島
津
忠
夫
・
稲
田
利
徳
の
諸
氏
と
共
編
で
翻

震）

刻
し
た
「
六
華
和
歌
集」
（
以
後
「
六
華
集」
と

も、
い

ま
だ
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
私
撰
集
で
あ
る。
と
は
い
え、

「
六
花
集」
な
る
掛
名
は、
た
と
え
ば、
一
条
兼
良
の
「
花
鳥
余

「
六
花
集
に
古
歌
と
て
い
だ
せ
り。
伊
予
の
禍
の
褐

（
国
文
注
釈
全
書
本）
と、
「
源
氏
物
語」

又、
簗
瀬一
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と、
広
島
大
学
文
学
部
国
文

「
藤
川
百
首」
三
二
番
の．

歌

ー「
天
河
ふ
つ
き
は
名
の
み
か
さ
な
れ
ど
雲
の
衣
や
よ
そ
に

と
こ
ろ
で、
私
は
先
年
来`

島
原
松
平
文
庫・
内
閣
文
庫・
蓬

桁
の
数
は
左
八
つ、
右
は
九
つ、
中
は
十
六、
す
ぺ
て
三
十―-i
あ

れ
る。
古
典
学
者
等
に
は
案
外
利
用
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
事
情
が
察
せ
ら

「
六
花
集」
か
ら
収
録
し
た
旨、
頭
注
し
て
い
る
ご
と
く、
中
世
以
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の
ま
く
り
葉
に
こ
ろ
も
の
玉
を
思
ひ
し
る
か
な」
等
の
歌
を、

し
て
い
る
が、
ま
だ
ま
だ
今
後
に
開
拓
の
余
地
を
残
し
て
い
る。

（
統
群
書
類
従
本）
の
「
雲
の
衣」
に
注
し
て、

か
さ
ね
き
ぬ
ら．
ん
の
詞
歎
…
…」
と
見
え
て
い
る
し、
さ
ら
に、

日
本
古
典
全
書
本
「
山
家
集」

行
和
歌
拾
遺」
と
し
て、

い
づ
く
三
河
の
沼
の
八
っ
橋」

え
て
と
な
り
に
も
咲
く
夕
が
ほ
の
花」

「
伊
予
の
湯
の

や
れ
そ
よ
や

「
露
つ
つ
む
池
の
は
ち
す

「
五
月
雨
は
は
ら
野
の
沢
に
水
み
ち
て

「
山
が
つ
の
折
か
け
垣
の
ひ
ま
こ

降
の
文
献
に
は
い
く
つ
か
探
索
で
き、
そ
こ
に
「
六
花
集」
な
る．

作
品
は、
室
町
時
代
頃
ま
で
に
は
い
く
ら
か
流
布
し
て、
歌
人
・

左
文
庫
等
に
伝
わ
る
「
六
花
集
注」
な
る
注
釈
書
を
調
査
し
て
お

も

り、
そ
の
結
果
は
い
く
つ
か
報
告
し
ト
カ、
実
は、
先
引
の
「
花

烏
余
情」
に
「
六
花
集
に
古
奇
と
て
い
だ
せ
り。
」
と
記
す
内
容

湯
桁
は
幾
つ

い
さ
知
ら
ず

や

算
へ，．

な
よ
や

君
ぞ
知
る
ら
う
や」
（
日

（
伊
藤
嘉
夫
氏
校
注）
は、
「
西

村

晃

功

「
六
華
和
歌
集
」

を
め
ぐ
っ
て

ぬ
る
ら
ん」

．
．
．
 

「
六
花
集
に

山
ふ
か
く
の
が
れ
す
む
と
や
月
こ
よ
ひ
く
も
の
衣
を



正
を
賜
わ
り
た
く
思
う
次
第
で
あ
る。

「
六
華
集」
の
伝
本
は、

現
在
の
と
こ
ろ
品
原
松
平
文
庫
の
所

蔵
に
か
か
る
一
本
の
み。

簡
単
に
書
誌
的
説
明
を
加
え
る
と、

当

資
料
の
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
調
査
報
告
を
行
な
い、

大
方
の
ご
叱

「
六
華
集」
は
上
述
の
ご
と
く、

と
な
っ
て
い
る
。

一
九
三
四
首
の
和
歌
か
ら
構

の
も
と
に
配
列
さ
れ、

だ
い
た
い
パ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
歌
数
構
成

｀
神
祇
（
六
三
首）

る
意
義
は
大
き
く`

そ
の
発
見
は
井
上
氏
ら
の
手
に
成
る
が、

「
六
華
集」
の
報
告
は
い
ま
だ
管
見
に
入
ら
な
い
の
で、
こ
こ
に
新

（
ニ
ニ
七
首）
．
蒻
旅
(―
一
五
首）

（一
三
二
首）

·
雑
上
（
三
五
首）

．
釈
教
（
四
二
首）
の
部
立

・
雑
下

（
二
六
0
首）

・
冬
（
二
六
九
首）
•
恋

拾
遺
さ
れ
た
西
行
の
和
歌
が、

多
少
の
語
句
の
異
同
は
認
め
ら
れ

る
が、r
所
収
さ
れ
て
い
た。
そ
の
意
味
で、

「
六
華
集」
の
有
す

正
し
て
集
計
す
る
と、

て
い
る
と
こ
ろ
が
一
箇
所。

所
収
歌
数
は、

こ
れ
ら
の
箇
所
を
訂

一
九
三
四
首
で、

春
（
三
六
四
首）

•
秋
G

四
二
七
首）

•

夏

で
あ
っ
た
わ
け
だ
が、

は
た
し
て
「
六
華
集」
に
は`

伊
藤
氏
の

れ、

重
出
歌
が
一
四
首、

集
付
と
作
者
名
の
み
で
和
歌
を
欠
落
し

い・
集
注」
に
は
見
出
さ
れ
ず、

た
め
に
「
六
花
築
注」
の
成
立
に
は、

そ
の
依
拠
し
た、
い
わ
ば
源
泉
と
な
る
べ
き
作
品
の
存
在
が
予
想

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た。

そ
れ
が
今
度
翻
刻
し
た
「
六
華
集」

て
記
す、

を
、
一
行
書
き
に
し、

そ
の
和
歌
の
前
に
出
典
名
（
欠
く
湯
合

もむ0)

お
よ
そ
ニ
ー＝一
字
下
げ、

作
者
名
を
―
二
i
一
四
字
下
げ

一
面一
0
行
書
き。

冬
部
と
蒻
旅
部
に
錯
簡
が
認
め
ら

記
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
が、

遺」
と
し
て、

「
六
花
楳」
か
ら
収
録
さ
れ
た
和
歌
は、

「
六
花

後
に
各
一
丁
ず
つ
有
し、

奥
書
の
類
は
な
い。
書
式
は、

和
歌
を

1

方、

伊
藤
氏
が
「
西
行
和
歌
拾

本
古
典
文
学
大
系
本）
の
雑
芸
倣
馬
楽
に
注
解
さ
れ
た
も
の
で、

そ
れ
は
「
六
花
集
注」
に
載
っ
て
い
る。

従
っ
て、
「
花
烏
余
情」

が
「
六
花
集
」
と
記
す
作
品
は、

正
し
く
は
「
六
花
集
注」
と

墨
付
き
上
巻
九
四
丁、

下
巻
九
八
丁、

遊
紙
は
上
下
巻
と
も、

前

闘
集
第

書
は、

寛
文
・
元
禄
期
頃
の
揖
写
に
な
る。
大
本
七
巻
二
冊
の
写

本°
題
焙
は、（

ニ
ー
四
・
七）
」

「
六
華
和
歌
集
上
（
下）
」
、

内
題
は
「
六
華
和

・
「
六
花
和
閲
集
五
（
六）
」
で、
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「
玉
」

「
六
華
集」
を
編
す
る
に
当
っ
て

0
古
今
六
帖

一
八
首

「
現
六」．
「
唐
物
語」

「
続
千」
「
統
後
拾」

云
後
拾」
が
そ
れ
で
あ
っ
て、

「
風」
「
新
千」
「
新
拾」

0
後
撰
集

頼
基
集

一
首

「
続
後」

扇
勅」
「
新
六」
「
玉
吟」

「
万
代」

「
明
玉」

防
恒
集

貫
之
集

一
首

「
詞
花」

「
山
家」
「
千」
「
六
百
番」

「
新
古」
「
拾
愚」

i

首

ゆ
る
集
付
の
指
摘
で
あ
る。
す
な
わ
ち、

「
拾」
「
源
氏」

「
仙
洞
百
首」

（
統
後
撰）

「
後
拾」

「
狭
衣
」

「
堀
河」
「
金」
「
散
木」

0
古
今
集

一
七
首

「
古」

ど
一
般
名
及
び
出
典
不
明
を
除
く書

「
伊
勢
物
語
」

「
後
撰」
「
六
帖」
（
古
今
六
帖）

一
首

「
万」

二
首

「
古
斑」

成
さ
れ
た
私
撰
集
で
あ
る
が、
い
か
な
る
性
格
の
私
撰
集
で
あ
ろ

う
か
。
当
集
は、

甚
だ
誤
記
が
め
だ
つ
の
だ
け
れ
ど
も、

収
録
歌

の
出
典
と
作
者
名
を
一
応
記
し
て
い
る
の
で、

そ
れ
を
参
考
に
成

「
寄
名
月
恋」

「
関
＝一
月」

「
月
山」

「
唸
声
和
琴」
・

「滝
青
混
笛」

半
氷」
な
ど
の
ご
と
き、

歌
題
を
明
記
し
た
例
と、
「
賀
茂
御
奇」

「
加
茂
よ
り
日
吉
へ
の
御
符」
「
住
吉
御
奇」
「
貨
布
弥
御
奇
」

等
の
i

ご
と
き、

「
重
陽
班」

「
神
祇
部」
の
神
に
関
す
る
注
記
を
し
た
例
を

「
集
不」
な

「
催
馬
楽」
「
雑
芸」

「
統
古」
「
続
拾」

0
催
馬
楽

一
首

除
外
し
た
以
外
は、

す
ぺ
て
所
収
歌
の
出
典
を
明
記
し
た、
い
わ

0
万
葉
集

日
本
搭
紀

一
首

出
典
資
料

首
数

高
陥
院
七
番
歌
合

六
首

1

首
二
首ー，

長
能
集

0
後
拾
遺
集

一
首

兼
澄
集

一
首

―

二
首

赤
人
集

0
拾
遺
集

一
首

伊
勢
集

首

兼
盛
集

一
首

曾
丹
集

七
首

「
花
月」

「
池
水

「
六
華
集」
の
編
者
が
集
付
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
作
品
で
あ
る。

「
六
華
集」
の
詞
書
は、

立
事
情
に
つ
き
原
及
し
て
み
た
い。

「
六
華
集」
に
収
録
さ
れ
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素
材
と
し
た
資
料
は、

勅
撰
集
を
初
め、

私
歌
集、

私
撰
集、

和

歌
行
事、

物
語、

説
話
等
に
及
ん
で
い
る
事
情
が
察
せ
ら
れ
る。

そ
こ
で
以
上
の
集
付
を
参
考
に
し
て、

た
和
歌
の
出
典
分
類
表
を
作
成
す
れ
ば
（
勿
論
出
典
不
詳
歌
を
除

く）
、

お
よ
そ
次
の
通
り
で
お
る。
な
お
〇
印
を
付
し
た
作
品
は、

寛
平
御
時
后
宮
歌
合

0
伊
勢
物
語

1

01―ー
首

三
二
首

0
源
氏
物
語

〇
狭
衣
物
語

0
堀
河
百
首

三
八
首

三
二
首



老
若
五
十
首
歌
合

千
五
百
番
歌
合

秋
篠
月
消
集

和
泉
式
部
集

0
六
百
番
歌
合

一
首

六
四
首

八
首

一
首

一
四
首

御
裳
濯
河
歌
合

ー
首

0
千

載集

五
九
首

0
山
家
集

ニ
ニ
首

林
葉
集

一
首

長
秋
詠
藻

四
首

頼
政
郷
集

一
首

今清
輔
朝
臣
集

二
首

鏡

一
首

丹捻立笠芯
朝
臣
家
百
首―

一
首

〇
詞
花
集

．
和
歌一
字
抄

一
首

一
首

0
齢
木
奇
歌
集

二
首

0
金
葉
槃

二
一
首

六
条
修
理
大
夫
集

一
首

弘
長
百
首

一
首

七
首

0
唐
物
語

一
首

誤
葉
集

ー
首

〇
統
後
撰
集

＝一
百
首
和
歌

の
班
情
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
た
め
に 、

「
六
華
集」
所
収
歌
の

主
要
作
者
の
歌
数
を
次
に
列
挙
し
て
み
よ』ブ。

家
隆
151
は �、

定
家
Hs
⑨ 、

良
経
99
固 、

俊
頼
68

⑰、
基
家
61
閲 、

四
四
首

0
万
代
集

0
新
撰
六
帖

八
八
首

ー
四
首

草」

「
玉
葉
集」
等
か
ら 、
私
歌
集
で
は 、

0
玉
吟
集

七一
首

「
六
華
集」
は 、

勅
撲
集
で
は 、

二
首

一
首

（
表

1)

拾
玉
集

ニ
ー
首

首

仲
正
集

一
首

一
首

八
五
首

夫
木
抄

七
首

乎
家
物
語

伊
努
記

〇
拾
遺
愚
草

為
家
卿
千
首

0
新
勅
撰
集

洞
院
摂
政
家
百
首

順
徳
院
御
百
首

三
九
首

0
統
千
載
集

こ
の
結
果、

「
統
古
今
集」

「
玉
吟
集」

ニ
ニ
五
首

「
新
古
今
集」

「
拾

遺
愚

「
秋
篠
月
清
集」
等
か
ら 、

私
撰
集
で
は、

品
撰
六
帖」
「
万
代
集」
等
か
ら 、
そ
の
他
で
は
「
万
葉
集」
か・

ら
多
数
の
和
歌
を
収
録
し
て
い
る
事
実
が
判
明
す
る
が 、
そ
の
辺

一
首

0
玉
葉
集

-
0
0
首

建
保
四
年
百
番
歌
合

一
首

新
後
撰
集

九
首

金
愧
集

ー
首

最

勝四本西涵t

子和
歎
一
首

0
新
古
今
集

一
三
二
首

0
続
古
今
集

0
続
拾
遺
集

落
書
露
顕

ー
首

五
首

二
首

二
九
首

井
蛙
抄

ー
首

草
庵
集

一
首

十
六
人
大
歌
合

0
新
拾
遺
集

詞
林
采
葉
抄

0
新
後
拾
遺
集

四 九
二 六 四
首 首 首

'= 

0 0 

新 風
千 雅
戴 集
集

一
六
首

1

 

1

首
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京
極
前
関
白
家
肥
後・
景
網
3、
隆
房・
隆
弁•
国
冬
3
m̀

為
家
56
囮、
西
行
51
固、
信
実
39
固、
宗
尊
親
王
38
閥`

36

m、〗
俊
成
34
岡、
光
俊
33

m、
家
良
”
四

慈
鎮

寂
蓮
25
a、
知

家
25
固、
仲
正
22
固、
為
相
19
⑧、
家
持
18、
好
忠
"
s、
順

徳
院
16、
伏
見
院
u

固、
貫
之・
後
鳥
羽
院
＂
m
．
顕
昭
13
②、

匡
房・
基
俊
12
①•
実
氏
10
い、
為
兼
10
囚、
公
親
9、
実
定

・
後
嵯
峨
院
9
い、
仲
実・
俊
恵・
道
家
8
lll、
拐
恒・
兼
昌

•
清
輔•
土
御
門
院
7、
能
因・
和
泉
式
部・
頼
政・
長
明．．

実
朝
1
い、
公
朝
7
③、
宮
内
卿
6、
季
能
6
m、
為
世
6
図、

顕
仲
6
⑨、
道
因・
式
子
内
親
王・
雅
経
5、
崇
徳
院・
行
家

s

m、
宜
時
5
囚、
憶
良・
伊
勢・
輔
相
・
小
侍
従・
ニ
条
院

誤
岐・
家
長
4、
業
平・
是
則
・
公
雄・
為
定
4
い、
赤
人・

為
守・
為
実
4
②、
頓
阿
4
③、
意
吉
麻
呂・
恵
慶・
元
輔・

国
基•
国
信
・
待
賢
門
院
堀
河・
郁
芳
門
院
安
芸：
公
継・
守

党
法
親
王
・
泰
時・
公
経・
成
茂・
教
実・
安
嘉
門
院
四
条・

忠
通・
兼
澄・
為
秀
3
図、
斉
時
③、
稚
積
皇
子・
閑
院・
忠

峯・
村
上
天
皇・
信
明・
順・
輔
親・
頼
実
・
定
頼・
良
遥．

弁
乳
母・
経
信・
貞
文・
輔
弘・
公
実・
顕
季・
季
通・
慶
算

・
師
時
・
教
長・
登
蓮・
実
家・
具
親・
八
条
院
高
倉・
加
陽

門
院
越
前・
通
光・
通
親・
宜
秋
門
院
丹
後・
頼
氏
・
藻
壁
門

院
少
将・
政
村・
実
経・
為
氏・
国
助・
盛
久・
実
兼・
為
藤

基
・
大
弐一
1一
位・
資
隆・
有
家・
源
恵・
能
清・
顕
資’
国
道

2
い、
円
位・
貞
時
②、
允
恭
天
皇・
真
人・
広
瀬
王・
長
皇

子・
久
米
弾
師•
紀
郎
女・
百
代・
舎
人
娘
子・
広
河
女・
旅

人・
有
問
皇
子・
若
麻
統
部
諸
人
家
人・
額
田
王
・
春
日
野
蔵

首
老・
志
加
麿・
小
野
老・
益
人・
笠
女
郎・
恵
行・
千
文・

行
甚・
高
田
女
王
・
今
城・
蝉
丸◆
高
津
内
親
王・
兼
芸
・
素

・
性・
千
里・
言
直
・
当
時
・
中
興
女・
宇
多
天
皇・
定
方
・
元

良
親
王
・
敦
忠
・
等・
増
墓・
庶
明・
元
真・
後
生・
駿
河・

仲
文・
円
松・
惟
成
・
兼
器・
能
宜・
円
融
院・
道
綱
母・
実

方・
峯
雄・
千
包
女・
常・
璽
之・
致
時・
実
因・
観
教・
季

網
女・
法
円・
公
誠・
源
信・
道
命・
伊
勢
大
輔・
為
政・
選

子
内
親
王・
公
任・
永
源・
実
仲・
相
模
•
宮
木・
土
総
乳
母

•
国
守・
正
家・
師
賢・
顕
房・

注笙J
内
親
王・
道
経・
康
資・

王
母・
堀
河
院・
隆
源・
輔
仁
親
王・
孝
善・
兼
久・
桜
井
尼．

・
小
大
進・
白
河
女
御
越
中・
前
斎
院
肥
後・
行
尊・
為
忠・

親
房・
祐
盗・
雅
定・
親
隆・
ニ
条
皇
太
后
宮
肥
後・
待
賢
門

・
為
子
・
実
重・
盛
徳・
後
醍
醐
天
皇・
良
基
2、
小
町
・
頼

-47-



院
安
芸・
殷
富
門
院
大
輔．．
 前
斎
院
河
内・
永
範・
公
通・
重

家・
仲
綱・
経
正・
静
蓮・
範
永•
新
肥
前・
戸
々
・
盛
雅・

重
保•
長
方・
頼
朝・
忠
経・

康頼・
保
季・
教
盛
母・
良
平

．
．
 良
平
女・
上
東
門
院
小
少
将・
資
宗．．
 隆
低・
兼
実・
侶
定

••
源
空・
範
光・
教
家・
季
経．．
 忠
信・
忠
良
・
実
房・
時
村

・
定
経・
高
弁．．
兼
直
・
通
氏・
如
願・
光
行・
兼
朝・
師
貝

・
隆
祐・
伊
忠・
真
如・
後
鳥
羽
院
下
野・
雅
具・
蓮
生
・
今

出
河
院
近
衛・
実
伊・
定
為・
行
遍・
為
継・
後
深
草
院
少
将

内
侍・
公
相・
基
政・
基
平・
資
季・
式
乾
門
院
御
厘・
実
雄

・
行
氏・
通
成、
2

長
時・
公
誉・
延
季・
円
勇`

国
乎．．
 良
教

＂
亀
山
院
・
鹿
政・
道
玄・
内
実・
後
二
条
院・
実
時・
政
連

．
淑
氏・
基
忠・
秀
行・
消
行・
後
宇
多
院・

長穿・
親
子
·

為
守
女・
顛
但・・
邦
長・
説
房・
寂
真・
喜
多
院
入
逍
二
品
親

王
・
蓮
知
・
永
福
門
院
内
侍・
公
脩・
永
福
門
院・
和
氏
・
経

有・
哭
教
と
雅
孝・
広
秀・
国
夏・
宗
恵・
成
国・
光
厳
院・’

経
顕・
良
守
ー、
深
養
父・
時
文
女・
高
光・
匡
衡・
永
成
・・

敦
家・
盛
範・
実
重・
実
乎・
盛
方・
顕
家・
為
季・
兼
覚・

範玄・
三
宮・
基
輔・
良
尋・
忠
良・
行
念・
親
行・
素
逼．．
 

・

重
時・
道
良・
具
房
女・
宗
秀・
西
円・
茂
重
・
時
元・
宗
宜

•
長
消
女・
為
想
女・
貞
資・
鷹
司
院・
浄
弁
い

以
上
か
ら
「
六
華
集」
は、
万
葉
時
代
か
ら
南
北
朝
期
頃
に
至

る
問
の
歌
壇
史
に
関
係
し
た
主
要
人
物
の
和
歌
の
ほ
と
ん
ど
を
収

録
し
て
い
る
麻
情
が
判
明
す
る。
そ
の
中
で
も、
特
に
万
葉
歌
を

多
数
採
っ
て
い
る
点
が
第一
の
特
徴
で
あ
り、
次
に
九
条
家
の
良

経
の
下
に、
御
子
左
家
の
歌
人
と
六
条
家
の
歌
人
た
ち
が
勢
揃
い

し
た、
い
わ
ゆ
る
良
経
中
心
の
歌
壇
か
ら、
後
鳥
羽
院
中
心
の
歌

壇
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た、
い
わ
ゆ
る
新
古
今
時
代
前
後
の
歌
人

の
和
歌
を
圧
倒
的
多
数
採
っ
て
い
る
点
が
第
二
の
特
徴
で
あ
り‘

そ
し
て、
御
子
左
派
と
反
御
子
左
派
の
歌
人
た
ち
が
対
立

して
い

た
頃
に
活
躍
し
た
歌
人
の
歌
を、
新
古
今
時
代
前
後
の
歌
人
の
次

に
多
く
採
っ
て
い
る
点
が
第
三
の
特
徴
で
あ
る。
そ
う
し
て、
建

治
元
年
為
家
没
後、
御
子
左
家
が
二
条・
京
極．
冷
泉
の
三
家
に

分
裂
し
た
以
降
で
は、
二
条
家
系
統
の
歌
人
も
か
な
り
所
収
さ
れ

て
い
る
に
は
相
違
な
い
が、
京
極．
冷
泉
派
の
為
兼・
伏
見
院・

為
相
の
歌
数
の
方
が
目
立
つ。
こ
の
傾
向
は、
た
と
え
ば
「
六
華

集」
所
収
歌
の
最
も
新
し
い
和
歌
は
詞
よ
そ
「
新
拾
遺
集」
あ
た

り
だ
が、
そ
の
二
九
首
の
所
収
歌
に
も
窺
わ
れ
る。
す
な
わ
ち、

「
新
拾
遺
集」
に
出
典
を
も
っ
二
九
首
の
和
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
過

.::.祁-



四

点
と
も
関
連
し
て
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

（
納

な
ろ
う。
そ
れ
は
第一
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
た、
万
葉
歌
の
多
い

ぬ
に
し
て
も、
親
冷
泉
派
的
態
度
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
と

「
六
華

阿
九
首」
（
和
歌
文
学
大
辞
典）
と
い
う
状
況
の
も
と
で、
光
敢

為
明

一
首、
頓

首）
の
み
で、
次
い
で
成
立
当
時
に
近
い
歌
人
を
示
せ
ば、
為
相

生
存
歌
人
は
わ
ず
か
に
良
基
（
二
首）

去
の
歌
人
た
ち
の
詠
歌
で
あ
っ
て、
「
新
拾
遺
集」
成
立
当
時
の

・
光
厳
院・
為
秀
（
各一

・
為
藤・
後
醗
醐
天
皇
（
各一
首）
の
如
く
で
あ
る。＇
二
条
派
の

勅
撰
集
で、
「
当
時
の
歌
人
で
歌
数
の
多
い
も
の
を
あ
げ
る
と、

後
光
厳
院
一
六
首、

義
詮
一
四
首、

，
院・
為
秀
・
為
相
ら
の
歌
人
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は`

集」
の
編
者
が
冷
泉
家
系
統
の
人
物
で
あ
る
と
ま
で
は
確
言
で
き

と
こ
ろ
で
室
町
中
期
頃
成
立
の
私
撰
集
「
雲
玉
和
歌
抄」

斐
馴
窓
撰）
の
序
文
に
は、

●

●

‘

•

 

近
曾
万
葉
由
阿
み
と
て
詞
林
採
要
を
か
き
六
花
を
あ
つ
め
て
定

家
為
家
の
あ
と
を
け
か
せ
し
か
と
も
そ
の
詠
埓
と
て
一
首
も
み

ぇ
す
書
あ
つ
め
た
る
も
の
み
な
本
文
也
（
古
典
文
庫
本）

な
る
記
事
を
そ
の

二部
に
載
せ
て
お
り、
夙
に
島
津
忠
夫
氏
が、

「
六
花
を
あ
つ
め
て」
と
い
う
の
は
島
原
松
平
文
庫
・
蓬
左
文
庫

等
に
伝
わ
る
「
六
花
集
抄」
の
こ
と
で、
そ
の
撰
者
は
由
阿
で
は

な
い
か
と
指
摘

匹紀

私
も
考
察
を
試
み
た
の
で
あ
今
｝、＞か、
結

論
と
し
て
は
否
定
的
側
面
の
方
が
強
か
っ
た。
と
な
れ
ば、

玉
和
歌
抄」
の
右
の
記
事
は、
「
六
華
集」
に
「
そ．
（
由
阿）
の

詠
奇
と
て
一
首
も
み
ぇ」
ぬ
こ
と
が
事
実
で
あ
り、
又
定
家、
為

家
以
降
の
歌
壇
史
に
関
係
し
た
歌
人
の
歌
が
多
か
っ
た
こ
と
も
前

節
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら、
「
六
華
集」
の
編
者
に
由

阿
を
想
定
し
て
み
る
可
能
性
を
示
唆
し、
事
実、
そ
の
可
能
性
が

強
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

そ
こ
で
「
六
華
集」
成
立
の
素
材
と
な
っ
た
資
料
は
と
い
う
に、

前
記
の
通
り、
勅
撰
集、
私
歌
集、
私
撰
集、
和
歌
行
事、
物
語`

説
話
等
に
及
ん
で
い
る。
そ
う
し
て
「
六
華
集」
の
絹
者
の
記
し

所
収
の
「
新
後
拾
遺
集」
に
見
え
る
歌
は、

た
最
も
新
し
い
出
典
資
料
は
（
表
1)
か
ら
明
白
な
よ
う
に、

盈
後
拾
遺
集」
で
あ
る
か
ら、
「
六
華
集」
の
成
立
年
代
は、

応、
「
新
後
拾
遺
渠」
の
実
質
上
の
成
立
年
代、
至
徳
元
年
（一

三
八
四）
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。
と
こ
ろ
で●
「
六
華
集」

「
雲
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な
く
な
り

⑧

に
ほ
鳥
の
お
ろ
の
は
つ
お
に
あ
ら
ね
共
鏡
の
山
の
か
け
に

切

行
月
の
下
や
す
か
ら
ぬ
う
き
霙
の
あ
た
り
の
空
は
猶
時
雨

記
し
た
の
で
は
な
い
が、

つ
つ

い
る
歌
は、

実
は、

,1.
 
6
 

,
9,

 

大
原
や
を
し
ほ
の
桜
咲
に
け
り
神
代
の
松
に
か
4
る
白
雲

「
六
華
集
」

の
成
立
年
代
は
「
新
拾
遺
集」

の
成
立
年
代、

貞
治

「
六
華
楳」

の
絹
者
が
「
新
後
拾
」

と
明
記
し
て

「
新
拾
遺
集」

が
「
六
華
集
」

の
最
も
新
し
い
出
典
と
な
れ
ば、

の
五
首
で、

し
て
お
ら
ず、

「
六
華
集」

の
組
者
は
い
ず
れ
の
歌
に
も
集
付
を
記

下
つ
ゆ

外
か
ら
「
六
華
集
」

は
収
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら、

問
題
は、

固

ふ
り
つ
も
る
上
葉
の
雪
の
夕
叛
に
こ
ほ
り
て
か
A
る
槙
の

し
か
出
典
を
探
し
得
な
い
。

し
か
し
m

も
恐
ら
く
「
新
後
拾
」

以

な
為
家
・
1

0
二
六
）

に

各
々

見
え
、

い
の
み
が
目
下
の
と
こ
ろ
「
新
後
拾
遺
集」

に

ぃ

嵐
吹
と
山
の
苓
の
と
き
は
木
に
雪
け
時
雨
て
か
A
る
村
雲

の
へ
の
里

（
良
経
・
六
四
0)

ゆ

昨
日
ま
て
よ
も
き
に
と
ち
し
柴
の
戸
を
野
分
に
は
る
A
岡

当
集
に
「
新
後
拾
」

の
集
付
が
見
え
る
の
で
挙
げ
た
が、

実
際、

は

む

(2) 

ら

一

枝
も
お
九
て
か
へ
れ
は
故
郷
に
花
見
ぬ
も
の
と
人
や
思

る

（
道
家
・
一
七
二
）

．
（
為
世
・
一

九
九）

（
行
家
・

ニ―1
0
八
）

（
為
実
・
一

五
0)

（
公
雄
・
九
七
0)

（
為
藤
・
一
三
四
八）

集」

に
見
え
る
歌
で、

い
ず
れ
も
「
六
華
集」

の
編
者
の
誤
記
で

あ
る
。

m
l
固
は
「
六
華
集」

の
組
者
が
「
新
後
拾」

の
集
付
を

記
し
て
な
い
わ
け
だ
か
ら
問
題
に
す
る
に
及
ば
な
い
け
れ
ど
も`

121
は
「
寡
元
百
首」
、

③
は
「
秋
篠
月
情
集」
、

④
は
「
雲
葉
集
l

「
夫
木
抄
」

向
は
「
弘
長
元
年
百
首」

っ
て、も

っ
と
も、

「
三
十
六
人
大
歌
合
」
、

何
故
「
六
華
集
」

の
編
者
が
固
m

岡
の
出
典
を
誤
記
し
た
か
で
あ

そ
の
辺
の
事
情
は
明
確
に
し
得
な
い
け
れ
ど
も、

か
り
に

五
年
(
-

三
六
六
）

以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が、

し
か
し

「
六
華
集」
の
編
者
の
明
記
（
誤
記
で
は
あ
る
が
）

し
た
出
典
を
重

視
す
れ
ば、

前
述
の
成
立
年
代
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
表
1
)

に
よ
る
と、

「
六
華
渠」

の
編
者
が
明

「
落
書
露
顕
J

に
見
え
る
歌
を
「
六
華

い

足
引
の
山
桜
戸
の
春
風
に
を
し
あ
け
か
た
は
花
の
香
そ
す

の
三
首
で
あ
っ
て、

固
は
「
続
千
載
集」
、

m
．
⑥
は
「
新
拾
遺

- so-



講
ず
べ
く
上
洛
し
た
の
が
貞
治
五
I
 

3
 
6
 
6
 

露
顕」
に、

（
以
上、
日
本
歌
学
大
系
本）
の
歌
で、

も
か
く、
も
し
広
明
が
公
明
の
誤
り
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
彼
は

建
武
三
年
(-――
-

i

-＿
六）
没
で
あ
る
し、
ま
た
薬
師
寺
と
な
れ
ば、

高
師
直
の
没
年
は
観
応
二
年
（
ニニ
五一
）
で
あ
る
か
ら、
当
該
歌

の
詠
歌
年
代
は
そ
れ
よ
り
ニ―
-

i

年
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う。
と

い
う
こ
と
は`

作
者
が
い
ず
れ
に
せ
よ、
「
落
書
鋸
顕」
に
見
え
る

「
六
華
楳」
所
収
歌
は、
「
新
拾
逍
集」
や「
新
後
拾
磁
集」
よ
り
も
以

前
の
成
立
で
あ
る
か
ら、
「六
華
集」
の
絹
者
が「
落
祖
裾
頸」
以
外

で、
品以
拾
遺
集」
以
前の
作I

沢広採っ
た
と
考

丑れば、
こ
の

問題は惑埃9
ゑ

そ
こ
で
話
を
紺
者
の
問
題
に
も
ど
す
と、
当
面
の
由
阿
の
生
没

年
代
は
未
詳
で
あ
る
が、
「
京
大
本
『
詞
林
采
葉
抄』
の
奥
書

＾
貞
治
五
年
十一
月
廿
五
日
楡
柳
栄
辺
藤
沢
山
屈
保
桑
門
由
阿

＞
と
あ
る
の
に
従
う
な
ら
ば、
逆
算
し
て
正
応
四
1

2
 
9
 

1

春
秋
七

+-
の
生
れ
と
な
り」
、
「
関
白
二
条
良
基
の
懇
望
に
よ
り
万
葉
集
を

•
五
の
こ
と
で、
」

に
関
係
し
た
歌
人
の
歌
を
か
な
り
収
録
し
て
い
る
点
な
ど、
由
阿

行
・
素
退
・
隆
祐・
隆
弁・
斉
時
・
宜
時・
貞
時
ら
の
鎌
倉
歌
壇

最
も
よ
く
理
解
さ
れ
る
し、
ま
た
「
六
華
集」
に
お
け
る
万
葉
歌

秀
を
介
し
て
の
由
阿
上
洛、
良
甚
邸
で
の
万
薬
講
義
の
経
緯
か
ら

「
更
に
応
安
七

9'、
4ヽ,
l
i9

1

3

7

4

、
八
四
オ
で
『
青
葉
丹
花
抄』
一
冊
を

（
和
歌
文
学
大
辞
典）
て
い
る
事
実
か
ら、
「
六
華
集」

の
成
立
を
「
新
拾
造
集」
成
立
頃
と
見
れ
ば`

正
に
相
応
す
る
し、

ま
た
「
新
後
拾
逍
集」
の
成
立
頃
と
見
る
な
ら
ば、
由
阿
九
四
才

頃
の
著
作
と
な
っ
て、
無
理
な
感
じ
が
し
な
い
で
も
な
い。

な
り
批
判
的
で
あ
る
の
に、
冷
泉
派
に
対
し
て
は
か
な
り
好
意
的

で
あ
る
点、
良
基
の
命
を
受
け
た
為
秀
の
依
頼
で
上
洛
し
て
良
基

す
る
特
徴
と
軌
を一
に
し
て
い
る。
す
な
わ
ち、
「
六
華
集」
の、

和
歌
師
範
家
の
三
分
裂
後
に
見
ら
れ
る
歌
人
所
収
態
度
は、
ま
さ

し
く
親
冷
泉
派
で
あ
る
し、
特
に
「
六
華
集」
に
お
け
る
「
新
拾

遺
梨」
出
典
歌
の
中
で
の
良
基
・
為
秀
ら
の
占
め
る
位
置
は、
為

の
圧
街
的
多
数
の
収
録、
突
朝
・
宗
尊
親
王
・
泰
時
・
光
行・
親

な
ど
で
あ
る
が、
こ
れ
ら
の
特
色
は、
ま
さ
に
「
六
華
集」
の
有

邸
で
万
莱
集
の
講
義
を
し、
万
葉
集
の
注
釈
書
を
成
し
て
い
る
点

「
中
納
言
広
明」
と
記
し
て
い
る。
こ
の
歌
の
作
者
の
決
定
は
と

け

れども、
由
阿
の
歌
壇
史
的
評
価
は、
二
条
派
に
対
し
て
は
か

「
六
華
集」
は
作
者
を

は
み
む
月
に
は
見
え
じ
と
ぞ
思
ふ
う
き
世
に
め
ぐ
る
影
も
恥
し」

う
た
れ
て
二
三
年
後
に」
詠
ん
だ
歌
と
し
て
載
っ
て
い
る、
「
月

「
師
直
が
家
人
薬
師
寺
と
云
ひ
し
も
の」
が
「
師
直

成
し」

集」
が
収
録
し
て
い
る
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る。
そ
れ
は
「
蕗
書
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林
采
葉
抄」
が
最
も
新
し
い
出
典
で
あ
る
が、
次
に
収
録
歌
数
の

J

の
第
三
の
相
違
点
は、
現
在
「
六
花
集」
の
伝
本
は
島
原
松
平

「
詞

五
首
も
収
録
し
て、
そ
れ
に
歌
注
を
付
し
て
い
る
点
で
あ
る。

「
六

「
六
華
熱」
の
所
収
し
な
い
歌
を
「
六
花
集
注」
が
約
九

「
六

と、 編
者
説
を
襄
付
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。
そ
の
他、

に
は

「
詞
林
采
葉
抄」
か
ら
収
録
し
た
に
相
違
な
い
歌
の
見
え

る
点、
由
阿
の
使
用
し
た
「
万
葉
集」
の
テ
キ
ス
ト
は
仙
覚
本
で

ぁ函
症．、
そ
の
仙
覚
の
歌
も
採
っ
て
い
る
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ、

こ
れ
ら
は
由
阿
説
を
決
定
づ
け
る
ほ
ど
の
証
左
に
は
な
ら
な
い
が、

し
か
し、
お
垣
む
ね
「
案
玉
和
歌
抄」
の
序
文
の
説
は
信
憑
性
を

有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

五

最
後
に
「
六
華
集」
と
「
六
花
集
注」
と
の
関
係
に
触
れ
て、

ま
ず
「
六
花
集
注」
の
伝
本
は、
現
在
か
な
り
伝
わ
っ
て
お
り、

（
団）

お
よ
そー
四
本
を
数
え
る
が、
今
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
要
約
す
る

「
六
花
集
注」
は
お
よ
そ
五――-
0
首
の
歌
を
域
せ、
そ
れ
ら

の
歌
に
は、
か
な
り
詳
細
な
注
解
が
付
せ
ら
れ
（
欠
く
場
合
も
あ

る）
、
春
部
・
夏
部
・
秋
部
・
冬
部・
見
聞
雑・
旅
部
・
名
所
部

・
祝
言
部
・
神
祇
部
・
釈
教
部
・
私
尋
記
神
祇
部
・
雑
下
部
・
長

歌
・
恋
部
の
部
立
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て、

花
集
注」
所
収
歌
の
出
典
は
「
六
華
集」
と
ほ
ぼ
同
様
で、

多
い
出
典
資
料
を
記
す
と、

万
葉
集
123、
夫
木
抄
86、
拾
遺
集
22、
続
古
今
集
18、
新
古
今

集
1`6

玉
葉
集
13、
拾
遺
愚
草
12、
古
今
六
帖
11、
古
今
集
1̀

後
撰
集・
後
拾
遺
集・
千
載
槃
7、
源
氏
物
語・
玉
吟
集
6、

金
葉
集・
千
五
百
番
歌
合
・
続
拾
遺
集
5
、

家
・
後
醍
醐
天
皇
3、
実
朝
・
家
良
・
順
徳
院・
実
氏
2

い
く
つ
か
の
顕
著
な
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
る。
そ
の
第一
は、

「
六
花
集
注」
の
有
す
る
名
所
部
・
祝
言
部
・
私
尋
記
神
祇
部
・
長

歌
の
部
立
が
「
六
華
渠」
に
は
存
在
し
な
い
点、
第
二
は、

花
渠
注」
に
は
長
歌
を
含
め
て
万
葉
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
点、
第

――一
は、 と

こ
ろ
が、
こ
れ
を
「
六
華
集」
と
比
較
す
る
と`

そ
こ
に
は

れ
る。

J

の
小
稿
を
終
わ
り
た
い
と
思
う。

と
い
う
具
合
で
あ
っ
て、
お
よ
そ
「
六
華
集」
と
同
傾
向
が
窺
わ

家
良・
為
家
・
基
家
6、
信
実
5、
西
行・
宗
尊
親
王
4、
知

定
家
16、
俊
頼
・
良
経
lO、
家
隆・
光
俊
9、
仲
正
・
俊
成
・

と
い
う
状
況
で
あ
る。
ま
た
主
要
作
者
の
歌
数
も、

「
六
華
集」
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． ．
 ．ヽ2 

ー 、

古
典
文
庫
か
ら
昭
和
四
十
七
年
八
月
刊
行 。

「
岡
山
大
学
所
蔵
『
六
花
抄

』
に
つ
い
て」

A
注
＞

な
お、

人
物
で
は
な
く 、

前
者
は
由
阿
の
可
能
性
が
強
く 、

後
者
は
既
に

(
n

〉

指
摘
し
た
か 、

冷
泉
家
系
統
の
述
歌
師
の
誰
か
で
は
な
か
ろ
う
か。

・
基
家
の
詠
歌
に
は
新
出
歌
が
か
な
り
指
摘
さ
れ 、

そ
の
意
味
で 、

「
六
華
集」
は
資
料
的
価
値
も
高
い
私
撰
集
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

よ
う。

（
『
国
語
国
文
』

「
六
華
集」
に
は 、

未
発
掘
の
歌
が
多
く 、

特
に
家
隆

番）
の
作
者
の
動
向
が
不
詳
で
あ
る
以
外
は 、

す
べ
て
良
基

六
三
九
番）

・
語
成
（一
八
五
九

•
高
成
（一
ー
九
六
番）

「
六
華
集」
所
収
歌
は 、

資

一
五
1

首
が
家
隆
の
詠
歌

こ
と
を
確
認
で
き
て
な
い
こ
と
を
示
す。
た
と
え
ば 、

家
隆

者
は
そ
の
作
者
の
詠
歌
と
明
記
し
て
い
る
が 、

実
際
は
そ
の

従
っ
て

「
六
華
集」
の
縫
者
と
「
六
花
集
注」
の
編
者
は
同

5 、

数
字
を
説
明
す
る
と 、

0
内
の
数
字
は 、

花
集
注」
か
ら
「
六
華
渠」
が
成
立
し
た
過
程
は
と
う
て
い
考
え

ら
れ
ず 、

や
は
り
「
六
華
集」
の
中
か
ら
難
解
な
和
歌
を
抄
出
し

て 、
そ
れ
に
注
解
を
付
し
て
い
る
過
程
で 、

え
ぬ
け
れ
ど
も �

関
連
性
の
あ
る
歌
を
補
充 、

そ
れ
に
も
歌
注
を

付
し
て
成
立
し
た
の
が
「
六
花
集
注」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う 。

「
六
華
集」
に
は
見

「
六

「
六
花
集
注
J

の
有
す
る
歌
す
べ
て
が
所
収
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知

れ
な
い
け
れ
ど
も 、
し
か
し
歌
数
な
ど
の
点
か
ら
い
っ
て 、

本
し
か
存
在
し
な
い
故、

あ
る
い
は
「
六
華
集」
の
完
本
に
は

3 ヽ

刊 、

昭
45
.
8

刊）
、

（
『
国
語
国
文
』
昭
“
.
9 、

『
六
華
和
歌
集

』

し
た。

「
六
華
集」
の
編

昭
u
.
8 、

四
二
0
号）

、

『
六
花
集
の
研
究

』
（
私
家

「
『
六
花
集
』
の
性
格
と
価
値」

四
四
五
号）
な
ど。

（
古
典
文
庫）
の
凡
例
で
具
体
的
に
指
摘

「
夫
木
抄」

所
収
歌
は 、

原
資
料
の
判
明
す
る
歌
も 、

す
べ
て
「
夫
木
抄」
に
入
れ
た

点
で
あ
る。

151
g
は 、
三
三
首
の
歌
は
現
在
未
確
認
の
歌
で 、
一
―
八
首

は
確
実
に
家
隆
の
歌
と
認
め
ら
れ
る
歌 。
し
か
し
「
六
華
集」

の
編
者
の
見
解
を
重
視
し
て 、

で
あ
る
こ
と
を
示
す。

な
お 、

麿
(

I

01―一
五
番）

・
時
長
（一
七
五
二
番）

よ
り
以
前
の
歌
人
の
歌
で
あ
る 。

・
祭
冬．
（
一

4 ｀

断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は 、
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6 、

ー
岡
山
県
立
津
山
高
校
教
諭

本
学
第
十一
回
卒
業

I

「
和
歌
と
説
話
と

ーー
雲
玉
和
歌
抄
を
め
ぐ
っ
て」

語
国
文
』
第
三
七
巻
第
三
号）

ー、
注
2
の
「
岡
山
大
学
所
蔵
『
六
花
抄』
に
つ
い
て」

8、
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究

南
北
朝
期
』
六ー―1
0

頁
参
照。

9、
小
島
憲
之
氏
「
由
阿
・
良
基
と
そ
の
著
書
ー
中
世
万
葉
学

の
一
面
ー」
（
『
万
葉
集
大
成
』

2)
参
照。

10、
彰
考
館
文
庫
(-―一
本）
・
内
閣
文
庫
（
二
本）
・
陽
明
文
庫

（
二
本）
・
竜
門
文
庫
・
蓬
左
文
庫
・
東
大
寺
図
曾
館
•
島

原
松
平
文
賊
•
岡
山
大
学
図
書
館•
愛
知
教
育
大
学
・
稲
久

週
文
庫
（
各一
本）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

11、
注
2
の
「
『
六
花
集』
の
性
格
と
価
値」

〔
付
記
〕

本
稿
は、
昭
和
四
十
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

補
助
金（
奨
励
研
究
側）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る。

（
『
国
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